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核兵器廃絶研究センター（RECNA）の核分裂性物質データ追跡チームは，市民データ

ベース作成の一環として，世界の核兵器に利用可能な核物質について，様々な情報を収集

し，分析を続けて参りました。 

 

この度，昨年度に引き続き2019年度版の『核物質データポスター』を核兵器廃絶長崎

連絡協議会の協力のもとで作成し，令和元年12月26日に各関係機関へ配布予定ですので

ご案内いたします。 

 

なお，日本語版に加え，英語版，韓国語版のポスターデータも作成し，WEBで公開いた

します。次の長崎大学ホームページをご覧ください。 

 

【長崎大学ホームページ】 http://www.recna.nagasaki-u.ac.jp/recna/fms 

 

2019年度版『核物質データポスター』の解説（詳細）につきましては，別紙をご参照

ください。 

 

また，『核弾頭データポスター』につきましては，令和元年6月11日の記者会見により

すでにご案内（ご報告）させていただいておりますので，申し添えます。 

 

 

 

【お問い合わせ】核兵器廃絶長崎連絡協議会（PCU-NC） 

TEL: 095-819-2252／FAX: 095-819-2165 

 

以 上 

 

2019年度版『世界の核物質データポスター』について 



（別 紙） 
 
 

2019 年度版『核物質データポスター』の解説 
 
 

2019 年 12 月 9 日 
 

2019 年度版は，いつもより半年遅れとなりましたが，その理由は，プルトニウム（民生用）

保有量の自己申告（国際プルトニウム管理指針に基づく）について，一部の国（中国，英国，

米国）の公表が遅れたためです。日本のデータは，既に 2018 年末のデータが公表されていま

すが，年代をそろえるために，2017 年末のデータでポスターを作成しました。 
今年の特徴は，ほぼこれまでと同様で，以下の様にまとめられます。 

 
 
１．全体の核物質量は増加傾向にあり，昨年度に比べ，約 690 発分増加で，総計は 108,104

発分となっています。 
２．高濃縮ウランは，今年も減少傾向にあり，総量 1,340 トン（20,941 発分）となっていま

す（昨年比 36 発分減少）。ただし，軍事用がインド，パキスタンなど一部で増加傾向にあ

ります。民生用保有量は今年も減少しており，非核保有国の民生用高濃縮ウランの保有国

の中で，ナイジェリアは研究用原子炉を，燃料を低濃縮ウランに転換し，不要となった高

濃縮ウランは提供国の中国にすべて返還されたため，保有量がゼロとなりました。その結

果，保有国は昨年の 14 か国から 13 か国に減少しました。 
３．プルトニウムは，今年も増加傾向にあり，総量 523.0 トン（87,163 発分）となりました

（昨年比 723 発分増加）。軍事用はインド，パキスタン，イスラエル，北朝鮮が増産してい

ると推定されており，約 0.5 トン増加となりました。民生用は引き続き増加傾向にあり，

ロシア，英国，日本などの増量により，約 4.4 トンの増加となりました。民生用では，昨年

まで在庫量を抱えていたドイツの保有量がゼロとなったのが注目されます。ドイツはプル

トニウムを MOX 燃料に転換して消費し，国内の保有量をゼロにしました。（なお，日本に

ついては，2018 年末のデータがすでに公表されており，45.7 トンとなっています）。 
４．10 年前に比べると，高濃縮ウランについていえば，軍事用は 75 トン，非軍事用は 196

トン減少しました。一方，プルトニウムは，軍事用が 17 トン減少し，非軍事用が 41 トン

増加しています。 
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